
 地域密着型サービス 運営推進会議 報告書  

 

事業所名 認知症対応型共同生活介護 グループホーム ル・サンテリオン東郷 

開 催 日 令和４年 6 月 22 日 

開催場所 ル・サンテリオン東郷 

出 席 者 

（書類送付者） 

構 成 区 分 人数 構 成 区 分 人数 

地域住民の代表 1 名   

地域包括支援センター 0 名   

事業所 

出席者 

グループホーム  １名   

事務局 ２名   

欠 席 者 地域包括支援センター1 名、地域住民代表３名 

 

 

≪ グループホーム 状況報告 ≫（令和 4 年４月 2１日～令和４年６月 2０日） 

基本目標 住み慣れた地域の中で、ご家族・地域と共に生きる喜びを感じあえるｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ 

利用者の状況 

入 居 者 ９名 （定員：９名） 

年   齢 72～９8 歳 （平均年齢：９1.2） 

介護度別 
要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 平均介護度 

０名 2 名 4 名 1 名 2 名 ３.3 

入退居の状況 
新規利用者 なし 

退  居  者 なし 

 

 

≪ 活動報告≫ 

＊事故ヒヤリハット関係（前回の会議から現在まで） 

（１）ヒヤリハット：事故が起こる前、間違ったことが行われる前に気づいた場合 2 件 

・手すりを持って歩行中、膝折れして転倒しそうになる。職員が支えて事故なし。 

・食事中、鶏肉がのどに詰まりそうになる。 

⇒言語聴覚士に相談し、噛む力や飲み込む力など、口腔機能の評価をしてもらう。 

評価結果に合わせて食事形態をこまかく刻んだり、トロミを付けて提供している。 

歯科衛生士に相談し、義歯を新しく作成することを検討中。 

※喉詰めは重大な事故に繋がりやすいため注意して観察している。 

 

（２）事故：不測の事態が発生し、観察または治療を行なった場合 2 件 

・ソファからずり落ち。 

・左足付け根の表皮剥離。 

⇒横になっている際に同じ箇所に圧がかかり床ずれにないように、クッションを使用し 

体圧の分散を行なっている。 

 



 

＊感染症発生状況 

 なし 

 

 

３．活動の状況（前回の運営推進会議以降） 

5 月：あやめ池外出 利用者９名参加 

６月：ちまき作り  利用者９名参加 

 

 

４．研修等（職員）の状況 

５月 事故ヒヤリハット報告書の書き方研修 ９名 

６月 新型コロナウイルス感染症に関する消毒作業研修 ９名 

 

 

５．その他 

  なし 


